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）

『
田
の
神
さ
ぁ
』
は
多
様
な
石
像

　
田
の
神
さ
ぁ
と
は
、
南
九
州
に
み
ら
れ
る

豊
穣
を
祈
る
神
様
の
石
像
の
こ
と
で
す
。

　
田
の
神
さ
ぁ
像
の
形
状
は
数
種
類
あ
り
、

「
農
民
型
」、「
神
官
型
」、「
地
蔵
型
」、「
女

神
型
」
な
ど
と
種
類
分
け
さ
れ
ま
す
。
な

か
に
は
た
だ
の
天
然
の
石
や
、
石
碑
の
表

面
に
「
田
之
神
」
と
い
う
文
字
が
彫
刻
さ

れ
た
も
の
、
大
黒
天
や
恵
比
寿
を
田
の
神

さ
ぁ
と
し
て
祀
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、
実

に
多
様
で
す
。
垂
水
市
に
お
い
て
は
「
農

民
型
」
と
「
神
官
型
」
が
そ
の
ほ
と
ん
ど

を
占
め
て
い
ま
す
が
、
野
久
妻
の
鎮
守
神

社
拝
殿
に
あ
る
「
と
っ
か
ぶ
い
さ
ぁ
」
と

呼
ば
れ
る
も
の
は
、
自
然
石
に
藁わ

ら
つ
と苞

が
か

ぶ
せ
て
あ
り
、
こ
れ
は
『
田
の
神
さ
ぁ
』

の
原
型
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
に
は
幾
つ
か
の
田
の
神
さ
ぁ

像
が
現
存
し
て
お
り
、
牛
根
地
区
に
５
点
、

海
潟
地
区
に
２
点
、
中
俣
地
区
に
１
点
、

市
木
地
区
に
１
点
、
田
神
地
区
に
３
点
、

水
之
上
地
区
に
１
点
、
新
城
地
区
に
２
点

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
柊
原
地
区

に
平
成
に
な
っ
て
か
ら
つ
く
ら
れ
た
も
の

が
２
点
あ
り
ま
す
。

民
間
信
仰
と
の
深
い
関
わ
り

　
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
柊
原
地
区
と
新
城

地
区
の
境
界
に
、
地
元
の
方
が
田
の
神
さ
ぁ

と
呼
称
す
る
石
造
物
が
あ
り
、
こ
こ
で
キ
ュ

ウ
リ
を
２
本
す
り
あ
わ
せ
て
投
げ
捨
て
る

と
、
イ
ボ
が
取
れ
て
肌
が
き
れ
い
に
な
る

と
い
う
お
ま
じ
な
い
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　『
イ
ボ
の
神
』
も
県
下
に
散
見
す
る
民
間

信
仰
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
疱
瘡
な
ど
重
篤

な
伝
染
病
か
ら
の
回
復
を
願
う
も
の
で
も

あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
田
の
神
さ
ぁ

が
豊
穣
神
以
外
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
り
、

ほ
か
の
信
仰
と
習
合
し
た
り
し
て
い
る
例

は
ほ
か
に
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
庚
申
信

仰
の
『
青
面
金
剛
像
』（
新
城
の
カ
ネ
サ
ッ

ド
ン
、
水
之
上
の
今
川
原
の
サ
ッ
ド
ン
な

ど
）
は
、
田
の
神
と
し
て
の
役
割
を
も
っ

て
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
像
が
、

雑
草
の
種
を
ま
く
と
も
い
わ
れ
る
天
邪
鬼

を
踏
み
つ
け
て
い
る
た
め
、
こ
れ
を
成
敗

し
て
い
る
青
面
金
剛
が
副
次
的
に
農
業
神

と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
る
と
言
え
る

か
ら
で
す
。

　
ま
た
、
庚
申
信
仰
は
特
定
の
晩
に
夜
通

し
寝
な
い
で
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
勢
至
菩
薩
や
月
読
尊
を
本
尊
と
す

る
『
月
待
講
』
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
垂

水
の
伝
統
菓
子
『
夜
待
ち
団
子
（
二
十
三

田
の
神
さ
ぁ
余
話

　
　
　
― 
路
傍
の
尊
格 

―

【
参
考
】

『
垂
水
市
の
文
化
財
』（
１
９
８
４
年
）

▲ 田の神１号（新城の神貫神社境内）

夜
ま
っ
ち
ゃ
げ
だ
ご
）』
は
、
こ
の
月
待
信

仰
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、
ほ
か
に
青

面
金
剛
は
、
鹿
児
島
の
禁
圧
さ
れ
た
浄
土

真
宗
文
化
『
か
く
れ
念
仏
』
と
親
和
性
が

あ
っ
た
り
し
ま
す
。

　
田
の
神
さ
ぁ
を
は
じ
め
、
道
端
な
ど
の

野
外
に
み
ら
れ
る
石
像
は
、
い
く
つ
も
の

宗
教
や
民
間
信
仰
が
絡
み
合
っ
て
、
地
元

住
民
の
あ
ら
ゆ
る
祈
り
を
集
め
な
が
ら
、

今
も
大
事
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
田
の
神
な

ら
ぬ
、『
多
の
神
』
さ
ぁ
と
い
っ
た
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
か
。

GIGAスクール通信 vol.49
　本市の全小・中学校で、文部科学省指定による研究開発学校「情報活用能力の育成」のカ
リキュラムの研究が新たに始まり、垂水市のＧＩＧＡスクール構想は、次のステージに入り
ました。ここでは、市民の皆様に、その取組の様子を紹介することで、本市の教育活動に、
より親しみをもっていただければと思います。

　昨年度は、本市の取組が「日本 ICT 教育アワード」で最
高賞となる文部科学大臣賞の受賞につながるなど、「垂水ら
しい教育 DX」の創造に向けた内容が全国的にも評価されま
した。今年度は、垂水ならではの「ふるさとのよさ」を深
く学ぶとともに、タブレット端末を活用して自分の思いを
表現し、市内外に向けて発信するなどの活動を、すべての
学校で実践していきます。この 3 月、垂水小学校の 6 年生
は卒業に向けて、「友情」をテーマにした短編映画を制作し、
自分たちの成長を実感する学習となりました。自宅で作品
をご覧になった保護者もおられました。このように、端末は、
子どもが保護者の方と一緒に学校の教育活動について語り
合うツールにもなっています。 ▲ 映画をタブレットで制作している様子

　本市では「GIGA スクール構想」のもと、令和 8 年度のテーマを「垂水らしい教育 DX の創造」（下図）
と掲げました。今年度も、学校教育がいっそう充実したものとなるよう、さらなる推進を図ってまいります。

垂水らしい教育ＤＸの創造（2 年次）

❶ 義務教育９年間を見通した
　 情報活用能力育成モデル

❷ 「ふるさと垂水」における
　 総合的な学習の時間の充実

全小中学校による「情報の時
間」・「ふるさと垂水」の教育
課程の研究

令和８年度テーマ

主 軸

基礎研究

ICT を活用し、子供が自ら学
ぶ授業（予習型反転学習・自
由進度学習）の推進

授業改善

授業・教育活動・校務における、
より一層の ICT 活用促進

質の高い教育拡充・継続 継続 拡充・継続

　　垂水らしい教育ＤＸの創造を目指して

45 Tarumizu  City  Public  Relations 442026（令和８）年 4月 - 広報たるみず


